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声デー タに付与することにより，メッセージ吸引用  

と同等の効果を実現する．   

本システムの主な特徴は次の通りである．   

（1）発話された音声メッセージ間のタイミング情報  

を保存する  

（2）音声メッセージの視覚化は時系列情報ではなく  

文字情報として行う   

2．非同期型バーチャル会議の考え方   

従来の音声メッセージシステムにおいては録音操  

作と再生操作は分離されている．これに対してAVM  

では，音声を再生する間には，常に新たな音声の録  

音が行われる（図1）．   

自然な音声会話においては，相手の声を開いている  

間にもうなずいたり返事をすることが多いが，AVM  

はこのような状況を仮想的に実現できる．  

従来の音声メッセージ：  

［垂直］に〇⊂転コ旺〇［直垂：］旺〇［重臣］  

1． はじめに   

複数の人間が相互に発言しコミュニケーションを  

行うメディアには，電話やテレビ会議システムのよ  

うなリアルタイム型メディアと，ファクスや電子メー  

ル，ボイスメールなどの非同期型メディアがあるが，  

非同期型メディアには次のような特長がある．  

0時間的拘束がない   

●メッセージが常に保存される   

●時間をかけて返答を作成できる  

このような非同期型メディアの中でも，電子メー  

ルや電子掲示板では，メッセージを読み，その一部  

を引用し，それにコメントを付けるといった行為が  

容易である．これにより，さまざまな議論や雑談を  

電子的に行うことが可能である．   

一方で，発言者の肉声による音声メッセージは，テ  

キスト情報に比べて入力操作が容易である．また，文  

字情報では得られないリアリティがあり，表現力や  

説得力に優れている．   

すでに留守番電話などの音声メッセージシステム  

は広く使われている．しかし，音声メッセージを引  

用しコメントを付けることは難しいため，従来の非  

同期・蓄積型音声メッセージシステムでは複雑な議  

論を効率よく行うことができない．   

我々が提案する非同期型バーチャル会議システ  

ムAVM（AsynchronousVirtualMeeting，Asyn－  

chronousVoiceMessaging）は，非同期型メディア  

の特長を生かしつつ，音声などの時系列情報によっ  

てコミュニケーションを行うためのシステムである．  

AVMでは，非同期に議論に参加する話者間で，引  

用村象の発話と新たな発話の相対的な時間関係を音  

AVM：  
⊂画コ  

直〕喧＞盲喧＞［亘直］  
［二重亘］  

図1．メッセージの録音方式  

非同期型バーチャル会議においては，会議室の最  

初の発言を基準時刻とする，固有の時間軸が設定さ  

れる．   

すでに蓄積された音声を聞きながら新しい音声を  

録音することによって，このバーチャル会議室にお  

いて相対的に時間が進む．蓄積された発言を再現す  

る場合は，この時間軸に基づいてメッセージを重ね  

合わせて再生する．   
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3．AVMの設計   

AVMシステムはメッセージサーバとUserAgent  

（クライアント）から構成される．操作の流れを図2  

に示す．  

5．会話収集実験   

このシステムを用いて予備的な会話収集実験を行っ  

た。我々が実装したUserAgentでは，音声メッセー  

ジの内容をテキストとして付与し，音声メッセージ  

間の相互関係はツリー表示によって表す．このよう  

なインタフェースは会話の内容を視覚的に理解させ  

るうえで有効であった．   

また，講義形式と雑談形式の2種類の話題で運用  

したところ，ユーザは未知の話題を聞きながら発言  

することは困難であったが，既知の話題には容易に  

返答することができた．   

非同期に録音された複数の音声を重ね合わせて再  

生する機能については，相槌のような短い発話に関  

しては自然性が高い仮想会話音声を生成できた．し  

かし，発話時間の長いメッセージ同士が重なって再生  

されると内容を聞きとることが難しくなるため，音  

声メッセージの内容を判断した適切な重ね合わせ方  

について，今後検討していく必要がある．   

6．拡張性   

AVMは一種のボイスメールとして利用できると  

同時に，音声認識・音声合成・音声情報検索などを応  

用するためのプラットフォームであると考えられる．   

例えば，録音された発話に対してUserAgentが  

自動的に書き起こしや要約などの文字列を付与する  

ことも可能であり，同様の機能をサーバが受け持つ  

こともできる．  

7． まとめ   

非同期型バーチャル会議システムAVMは，電子  

メールや電子掲示板などが持つ非同期型通信として  

の利点を損なわずに，表現力が高く発言しやすい，と  

いう音声メッセージの利点を生かすことができる．ま  

た，音楽や教育，アミューズメントなどへの応用も  

考えられる．   
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図2．AVMにおける操作の流れ  

システムの仕様はWWWやEmailなどインター  

ネットの標準的な規格に基づいている．音声メッセー  

ジに付加される情報はⅩMLに準拠したマークアッ  

プ言語AVMLによって記述される．  

4． システムの実装   

我々の実装したAVMUserAgentの主な特徴は次  

の通りである．   

（1）メッセージの聞き手が任意のタイミングで音声  

により返答できる  

（2）音声を無音区間で分割し，部分発話をコメント  

ツリーで視覚化する  

このUserAgentはC＋＋によって実装され，全  

二重音声入出力デバイスを備えたWindowsマシン  

上で動作する（図3）．  

：トーウ  

図3・UserAgent画面  

CおよびPerlによって実装された実験用メッセー  

ジサーバはUNIXまたはWindows上で動作する．  
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